
 卒園・進級まで残りわずかとなりました。この１年で心も体も大きく成長した子供達。 

４月から新たな気持ちでスタートを切れるように、今現在の生活習慣を振り返り、見直し

てみましょう。 

 ご卒園、おめでとうございます。 

認定こども園ほっこう園長 武田  晴彦 

 

桜の便りと雪のニユースで春風も足踏みしているようで、木々のつぼみも気温のスイッチを待つばかり

のように感じるこの頃です。 

22 日の卒園式でもみじ組さんの緊張と喜びにすこしはにかんだ顔に一人ひとりの輝きに満ちた自信を

感じさせてくれることと園生活で積み重ねてきた見つけだす喜びの経験をさらに小学校にいって沢山の

発見と学びを蓄えて、桜の花のように皆さんの個性にあふれた開花を楽しみにしています。 

卒園おめでとうございます。 

ご卒園する保護者の方々には園の運営についてこれまでご理解とご協力に感謝申し上げます。4 月から

は、毎日一緒に登園した事から玄関での見送りになる港のような関わりになりますが、成長したお子様の

すがたは保護者の皆様方の勲章です。子ども達の力を信じて支える喜びと成長の喜びを味わっていってく

ださい。 

 

新入園や進級なさる皆さん、入園・進級おめでとうございます。 

認定こども園ほっこうの園児として、自分とみんなを大切にして、一緒に 

楽しく過ごせるように、元気に沢山遊びましよう。 

新入園・進級の保護者の皆様方には園と一緒にお子様に隠されている力の種 

を花開する喜びを味わっていければと存じます。 

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 早寝早起きができる 

□ 毎朝朝食を食べる 

□ 好き嫌いせずに何でも食べる 

□ 食後に歯磨きをする 

□ 毎日の排便 

□ 外で元気に遊ぶ 

□ 手洗い・うがいをする 

□ テレビやゲームは時間を決めて 

□ 元気に挨拶をする   

 

 

生活習慣を見直しましょう 

元気な体作りは良い生活リズムから!! 

 ～早寝～ 
◎子どもの脳や身体の成

長に欠かせない脳内物質

は睡眠時に多く分泌されま

す。早めに就寝することで、

必要な睡眠時間の確保・リ

ズムが安定されます。 

 

～早起き～ 

◎朝日を浴びることで、体内時

計がリセットされ、脳が目覚めリ

ズムが調整されます。寝る時刻、

起きる時刻を決め、日中を元気

に過ごしましょう。 

 

～朝ごはん～ 
◎脳と体を動かすために

はエネルギーが必要です。

朝ごはんのエネルギーで

体温が上がり、脳と体の

働きが活発になります。元

気の源朝ごはん。食べる

習慣をつけましょう。 

 

この１年間、元気に過ごすことができましたか？ 

こどもたちが生活の中でどんなことができるよう 

になったのかを確認し、成長を喜び合う機会に 

しましょう。 

 

ほけんだより 

ひ よ こ 認定こども園  ほっこう 

令和７年 ３月 ２１日 №12 

早起きが一日を決めます！早起きが習慣化されれば、正しい生活リズムを作る

ことができます。良い生活習慣を身に着け、心身ともに健康に過ごせるようにし

ていきましょう。 

 

子ども園ほっこうでたくさん

遊んだね 



４月の行事予定 
 

３月 3１日(月)  

入園お祝いの会 

10:00～新入園児の参加 

 

1 日(火)  新年度保育開始 

 お誕生写真（4 月生まれ） 

 

８日(火) 避難訓練 

９日(水) お誕生会 

18 日(金) お誕生写真(5 月生まれ) 

24 日(木) 交通安全教室 

29 日(火)  昭和の日 

園児健康診断(年 2回) 

歯科検診(年 2回）  

誕生会・避難訓練は毎月行います。 

身体測定 ※数値を知りたい場合は 

担任にお知らせ下さい 

0～２歳 毎月測定   

３～５歳 隔月測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

    

  

 

  

    

 

 

 

 

  

   

 

 

  

 

  

     

お別れ会食おいしかったね 

 ★おしらせ  

3 月 28 日(金) 今年度保育終了日 

3 月 31 日(月) 入園お祝いの会 

◎ 新入園児の親子が参加します。(10時～)  

   園生活についての話をします。 

◎ 新年度の書類の提出をお願いします。 

◎ 土曜保育・延長保育を利用する方は新年度 

新たに登録が必要となります。利用する際に 

お知らせください。4 月からまた、元気に 

こども園ほっこうで遊びましょう。 

 

 

3 月になり少しずつ雪解けも進み、春がもうすぐ訪れそ

うですね 22日(土)はいよいよもみじ組の卒園式です。卒園

式は短い時間になりますが、立派に成長した子供たちを保

護者の方と一緒にお祝いできるのは嬉しい限りです。 

子ども園ほっこうの子ども達には【生きる力】がたくさ

んつまっています。これから小学校でいろいろなことがあ

ると思いますが必ず乗り越えて逞しく成長していってくれ

ることでしょう。小学校に行っても時々は、遊びに来て下

さいね。職員一同みんなで待っています。 

卒園おめでとうございます  

 

お別れ会 

もみじ組とのお別れ会をしました。いちょう組がもみじ

組に「もみじ組さんありがとう」の気持ちを込めて「にじ」

を歌ってくれました。それから全クラスのお友だちから「た

くさん遊んでくれたね」「お世話をしてくれたね」と感謝の

気持ちと「学校へ行っても頑張ってね」のエールをこめて

手作りプレゼントを渡しました。ペン立てや小物入れ、自

由画帳など小学校へ行っても使えそうなものでもみじ組さ

んも嬉しそうでした。今まで行事の中心になってくれたも

みじ組さん。小さい子に優しくお世話をしてくれました。 

小学校へ行っても頑張ってね。 

お別れ会食はもみじ組がいちょう組とぽぷら組を誘ってホ 

ールで一緒に食べました。いつもと違う雰囲気の給食を楽

しみました。 

・保護者の皆さま、行事に理解、協力し

ていただきありがとうございました。 

・役員を引き受けていただいた父母の皆

さま一年間ありがとうございました。 
 

職員退職のお知らせ 
 

◎ 高橋 瑞枝（つくしんぼ組） 

◎ 鈴木 敦子（さくらんぼ組） 

 

◎ 竹内 美智代（事務局長） 

 

  

小さい組からから手作りプレゼントを貰いました 

 

いちょう組から「にじ」の

お歌のプレゼントです。 

 



  

 

   今年度を振り返って園の教育・保育について、幼保連携型認定こども園教育・保育要領を

もとに自己評価「教育保育の100のチェクリスト」及び観点別項目評価を使い実施いたしま

したので結果報告をさせていただきます。

※幼保連携型認定こども園教育・保育要領は，子育てを巡る課題の解決を目指す「子ども・子育て支援新制度」

の一環として創設された幼保連携型認定こども園の教育課程その他の教育及び保育の内容を策定したものです。

教育・保育要領について自己評価した結果をグラフで示しましたように、教育・保育要領

の総則についての認知による教育保育への質を高めていく根拠を明確に実践につなげてい

くよう研鑽していくことにより園の独自性への取り組みにも反映され、子育てへの地域拠

点としての活動にも改善になることを振り返り今後の指針として、より科学的根拠に根ざ

した視点を持って子どもひとりひとりと保護者の皆様により良い場の提供に努めてまいり

たいと存じます。

　観点別評価については昨年の評価と

比較できるように主な項目を抜粋いた

しました。矢印は昨年との比較です。

  数値は4.0を最高値とて全体の平均値で

は昨年 3.47で今年3.49と少し上昇してお

りますが、よりひとりひとりのおさんの

成長発達に寄り添って、お子さんの前に

進もうとする力を支える体験の場を更に

整えていくことをしめされました。

　また、保護者の皆様への保育観等の共

有について説明や情報提供について更に

改善していくことを課題とさせていただ

き、保護者アンケートの結果からも園で

のお子さんの活動内容の見える化につい

て改善していこうと存じます。

図1と図2は保護者アンケートの結果集計です。

図1は3歳以上児、図2は3歳未満児の保護者ア

ンケートの結果です。

図1                                                                     図2

【平成6年度 認定こども園ほっこうの自己評価の結果について】
認定こども園ほっこう
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教
育
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育
の
理
念

・子ども一人一人の個性や人格を尊重し、個に応じた教育・
保育に心掛けている。

3.79 3.62

・乳幼児期が、生涯にわたる人格形成の基礎を培う大切な
時期であることを自覚し、責任をもって教育・保育にあたっ
ている。

3.64 3.46

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい十の姿」を意識し、教
育・保育にあたっている。

3.43 3.46

・年齢や発達段階を考慮した活動を工夫し、子ども一人一
人への深い理解に努めている。

3.5 3.46

3.46 3.50

・日々の活動を意図的・計画的に行い、五領域にそった活
動が計画的に進められている。

3 3.10

・四季の変化や地域の自然を取り入れた活動を工夫し、バ
ランスのとれた指導計画になるよう努めている。

3.31 3.40

・個別の指導計画や指導のねらいを保護者に伝え、保育観
の共有に努めている。

2.77 2.70

教
育
・
保
育
課
程
・
指
導
計
画

・年間指導計画に基づいた月案・週案・日案等の充実に努
めるとともに、カリキュラム・マネージメントを通して改善に努
めている。

3.15 3.50

・日々の保育記録を大切にして、個別の指導計画に活かし
たり、発達状況の把握に努めている。
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・子ども一人一人の個性や人格を尊重し、個に応じた教育・
保育に心掛けている。

3.79 3.62

・乳幼児期が、生涯にわたる人格形成の基礎を培う大切な
時期であることを自覚し、責任をもって教育・保育にあたっ
ている。

3.64 3.46

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい十の姿」を意識し、教
育・保育にあたっている。

3.43 3.46

・年齢や発達段階を考慮した活動を工夫し、子ども一人一
人への深い理解に努めている。

3.5 3.46

3.46 3.50

・日々の活動を意図的・計画的に行い、五領域にそった活
動が計画的に進められている。

3 3.10

・四季の変化や地域の自然を取り入れた活動を工夫し、バ
ランスのとれた指導計画になるよう努めている。

3.31 3.40

・個別の指導計画や指導のねらいを保護者に伝え、保育観
の共有に努めている。

2.77 2.70

教
育
・
保
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課
程
・
指
導
計
画

・年間指導計画に基づいた月案・週案・日案等の充実に努
めるとともに、カリキュラム・マネージメントを通して改善に努
めている。

3.15 3.50

・日々の保育記録を大切にして、個別の指導計画に活かし
たり、発達状況の把握に努めている。


